
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　荷物の集配を行うに際して、予め、荷台のドアに取り付けられている鍵の解錠を許可す
る場所を示す解錠位置情報を受信する受信手段と、車両の現在位置を検出して現在位置情
報を出力する位置検出手段と、上記受信手段により受信された解錠位置情報と上記位置検
出手段から出力された現在位置情報が一致する場合に限り、鍵の解錠を許可する解錠許可
手段と

【請求項２】
　荷物の集配を行うに際して、予め、荷台のドアに取り付けられている鍵の解錠を許可す
る場所を示す解錠位置情報と鍵の解錠を許可する時刻を示す解錠時刻情報を受信する受信
手段と、車両の現在位置を検出して現在位置情報を出力する位置検出手段と、現在の時刻
を検出して現在時刻情報を出力する時刻検出手段と、上記受信手段により受信された解錠
位置情報と上記位置検出手段から出力された現在位置情報が一致し、かつ、上記受信手段
により受信された解錠時刻情報と上記時刻検出手段から出力された現在時刻情報が一致す
る場合に限り、鍵の解錠を許可する解錠許可手段と

【請求項３】
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、車両の到着時刻を予測して、予定時刻までに到着できるか否かを判断し、到着が
困難であると判断する場合には、警告メッセージをセンタ装置に送信する警告手段とを備
えたセキュリティシステム。

、車両の到着時刻を予測して、予定時
刻までに到着できるか否かを判断し、到着が困難であると判断する場合には、警告メッセ
ージをセンタ装置に送信する警告手段とを備えたセキュリティシステム。



　解錠許可手段が鍵の解錠を許可していないにも拘らず、鍵が解錠された場合、警告メッ
セージをセンタ装置に送信する警告手段を設けたことを特徴とする請求項１または請求項
２記載のセキュリティシステム。
【請求項４】
　鍵が解錠されている状態で車両が走行を開始すると、警告メッセージをセンタ装置に送
信する警告手段を設けたことを特徴とする請求項１または請求項２記載のセキュリティシ
ステム。
【請求項５】
　鍵の解錠を許可する場所以外の場所で、所定時間以上、車両が停車している場合、警告
メッセージをセンタ装置に送信する警告手段を設けたことを特徴とする請求項１または請
求項２記載のセキュリティシステム。
【請求項６】
　車両の走行中に荷台に人間が入り込んでいることを検知すると、警告メッセージをセン
タ装置に送信する警告手段を設けたことを特徴とする請求項１または請求項２記載のセキ
ュリティシステム。
【請求項７】
　解錠許可手段は、受信手段により受信された解錠位置情報が住所録データに基づいて自
動変換された座標データである場合、その解錠位置情報を修正することを特徴とする請求
項１または請求項２記載のセキュリティシステム。
【請求項８】
　解錠許可手段は、鍵が解錠されると、現在位置情報をセンタ装置に送信することを特徴
とする 記載のセキュリティシステム。
【請求項９】
　車両に取り付けられているセンサが異常を検知すると、録画を開始する録画装置を設け
たことを特徴とする請求項１から のうちのいずれか１項記載のセキュリティシス
テム。
【請求項１０】
　鍵の解錠操作が行われると、録画を開始する録画装置を設けたことを特徴とする請求項
１から のうちのいずれか１項記載のセキュリティシステム。
【請求項１１】
　解錠許可手段は、録画装置による録画が実際に始まるまで鍵の解錠を不許可にすること
を特徴とする 記載のセキュリティシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、輸送中の荷物の盗難や改竄を防止するセキュリティシステムに関するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】
従来のセキュリティシステムは、輸送中の荷物の盗難等を監視するため、荷物を輸送する
車両にＧＰＳなどの位置検出装置を搭載させて、その位置検出装置により計測された車両
の位置情報をセンタ装置に送信させる。
センタ装置は、その位置情報に基づいて車両の現在位置を地図画面上に表示して、車両の
現在位置を確認できるようにする。
これにより、監視員は、例えば車両が目的地以外の場所で長時間停止しているような場合
には、事故の発生の可能性を認識することができる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来のセキュリティシステムは以上のように構成されているので、事故の発生を監視する
ことができるが、輸送中の荷物の盗難や改竄を未然に防止することができない課題があっ
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請求項７

請求項８

請求項８

請求項１０



た。
【０００４】
なお、上記従来例の他に、輸送中の荷物の盗難や改竄を未然に防止する技術が特開平１１
－３４５３７４号公報に開示されている。
即ち、車両が目的地に到達するとセンタ装置がパスワードを車両に送信する。そして、入
力部からパスワードが入力されると、そのパスワードとセンタ装置から送信されたパスワ
ードを照合し、両者が一致する場合に限り、荷台に取り付けられている鍵の解錠を許可す
るようにする。
【０００５】
これにより、輸送中の荷物の盗難や改竄を未然に防止することができるが、目的地におい
て、何らかの原因によりセンタ装置と車両間の通信が不可能になると、パスワードを受信
できないため、鍵を解錠することができない不具合が発生する。また、パスワードが第三
者に知られると、もはや荷物の盗難や改竄を未然に防止することができなくなる不具合も
発生する。
【０００６】
この発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、輸送中の荷物の盗難や改
竄を確実に防止することができるセキュリティシステムを得ることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　この発明に係るセキュリティシステムは、予め、受信手段により受信された解錠位置情
報と位置検出手段から出力された現在位置情報が一致する場合に限り、鍵の解錠を許可す
る解錠許可手段

設けたものである。
【０００９】
　この発明に係るセキュリティシステムは、予め、受信手段により受信された解錠位置情
報と位置検出手段から出力された現在位置情報が一致し、かつ、受信手段により受信され
た解錠時刻情報と時刻検出手段から出力された現在時刻情報が一致する場合に限り、鍵の
解錠を許可する解錠許可手段

設けたものである。
【００１０】
この発明に係るセキュリティシステムは、解錠許可手段が鍵の解錠を許可していないにも
拘らず、鍵が解錠された場合、警告メッセージをセンタ装置に送信する警告手段を設けた
ものである。
【００１１】
この発明に係るセキュリティシステムは、鍵が解錠されている状態で車両が走行を開始す
ると、警告メッセージをセンタ装置に送信する警告手段を設けたものである。
【００１２】
この発明に係るセキュリティシステムは、鍵の解錠を許可する場所以外の場所で、所定時
間以上、車両が停車している場合、警告メッセージをセンタ装置に送信する警告手段を設
けたものである。
【００１３】
この発明に係るセキュリティシステムは、車両の走行中に荷台に人間が入り込んでいるこ
とを検知すると、警告メッセージをセンタ装置に送信する警告手段を設けたものである。
【００１６】
この発明に係るセキュリティシステムは、受信手段により受信された解錠位置情報が住所
録データに基づいて自動変換された座標データである場合、その解錠位置情報を修正する
ようにしたものである。
【００１７】
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と、車両の到着時刻を予測して、予定時刻までに到着できるか否かを判断
し、到着が困難であると判断する場合には、警告メッセージをセンタ装置に送信する警告
手段とを

と、車両の到着時刻を予測して、予定時刻までに到着できる
か否かを判断し、到着が困難であると判断する場合には、警告メッセージをセンタ装置に
送信する警告手段とを



この発明に係るセキュリティシステムは、鍵が解錠されると、現在位置情報をセンタ装置
に送信するようにしたものである。
【００１８】
この発明に係るセキュリティシステムは、車両に取り付けられているセンサが異常を検知
すると、録画を開始する録画装置を設けたものである。
【００１９】
この発明に係るセキュリティシステムは、鍵の解錠操作が行われると、録画を開始する録
画装置を設けたものである。
【００２０】
この発明に係るセキュリティシステムは、録画装置による録画が実際に始まるまで鍵の解
錠を不許可にするようにしたものである。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の一形態を説明する。
実施の形態１．
図１はこの発明の実施の形態１によるセキュリティシステムを示す構成図であり、図にお
いて、１は荷台に取り付けられたドアの鍵の解錠を許可する場所を示す解錠位置情報を送
信するセンタ装置、２は例えばアミューズメント機器などを輸送するトラック（車両）、
３はセンタ装置１から送信される解錠位置情報を受信したり、車両２から警告メッセージ
や現在位置情報をセンタ装置１に送信する無線通信装置（受信手段、送信手段）、４は車
両の現在位置を検出して現在位置情報を出力するとともに、現在の時刻を検出して現在時
刻情報を出力するＧＰＳなどの位置検出装置（位置検出手段、時刻検出手段）である。
【００２２】
５は鍵の解錠を操作する解錠操作装置、６は無線通信装置３により受信された解錠位置情
報と位置検出装置４から出力された現在位置情報が一致する場合に限り、解錠操作装置５
の操作を有効にする処理等を実施する情報処理装置、７は外部機器制御装置、８は解錠操
作装置５の操作が有効状態のとき、解錠操作装置５から解錠指令を受けるとドアの鍵を解
錠する電子施錠装置である。なお、解錠操作装置５、情報処理装置６、外部機器制御装置
７及び電子施錠装置８から解錠許可手段が構成されている。
【００２３】
９は無線通信装置３により受信された解錠位置情報に基づいて目的地を設定し、その目的
地に至るまでの経路を探索して表示するカーナビゲーション（ナビゲーション手段）、１
０はトラック２の車速を計測する車速センサ、１１は荷台内の人間の存在を検知する赤外
線センサ、１２は荷台のドアの開状態を検知するドア開センサである。
図２はこの発明の実施の形態１によるセキュリティシステムの動作を示すフローチャート
である。
【００２４】
次に動作について説明する。
まず、センタ装置１は、荷物を集配する目的地（荷台の鍵の解錠を許可する場所であり、
顧客や営業所の所在地などが含まれる）や運転手の氏名、および車両番号などが登録され
ると、通信衛星やインターネット通信網を介して、その目的地を示す解錠位置情報を送信
する（ステップＳＴ１）。
なお、解錠位置情報は、位置検出装置４の誤差を考慮し、目的地を中心とする周辺エリア
を示している。一般に誤差発生範囲は数十～数百メートルである。
【００２５】
トラック２に搭載された無線通信装置３は、センタ装置１から送信される解錠位置情報を
受信する（ステップＳＴ２）。
カーナビゲーション９は、無線通信装置３が解錠位置情報を受信すると、その解錠位置情
報に基づいて目的地を設定し、その目的地に至るまでの経路を探索して、その経路をディ
スプレイに表示する（ステップＳＴ３）。
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【００２６】
情報処理装置６は、トラック２が上記経路上を目的地に向かって走行を開始すると、無線
通信装置３により受信された解錠位置情報と位置検出装置４から出力された現在位置情報
を逐次比較する（ステップＳＴ４，ＳＴ５）。
即ち、解錠位置情報が示す周辺エリア内に、現在位置が含まれているか否かを判定する。
【００２７】
そして、解錠位置情報が示す周辺エリア内に、現在位置が含まれていない場合には、仮に
、解錠操作装置５により鍵の解錠が操作されても、解錠操作装置５から出力される解錠指
令を無効にする（ステップＳＴ６，ＳＴ７）。
一方、解錠位置情報が示す周辺エリア内に、現在位置が含まれている場合には、解錠操作
装置５による鍵の解錠操作を有効にする。したがって、解錠操作装置５により鍵の解錠が
操作されると、解錠操作装置５から出力される解錠指令を外部機器制御装置７を介して電
子施錠装置８に出力する（ステップＳＴ６，ＳＴ８）。
【００２８】
電子施錠装置８は、外部機器制御装置７を介して解錠指令を受けると、ドアの鍵を解錠す
る（ステップＳＴ９）。
【００２９】
以上で明らかなように、この実施の形態１によれば、無線通信装置３により受信された解
錠位置情報と位置検出装置４から出力された現在位置情報が一致する場合に限り、解錠操
作装置５の操作を有効にするように構成したので、目的地においてのみドアの解錠が許可
される。したがって、輸送中の荷物の盗難や改竄を確実に防止することができる効果を奏
する。
なお、目的地において、センタ装置１と無線通信装置３が無線通信を実施する必要がない
ため、例えば通信が不可能な地下駐車場においても、荷物の集配を行うことができる。ま
た、パスワードも必要としないので、第三者にパスワードが知られることによる不具合が
発生することもない。
【００３０】
実施の形態２．
上記実施の形態１では、無線通信装置３により受信された解錠位置情報と位置検出装置４
から出力された現在位置情報が一致する場合に限り、解錠操作装置５の操作を有効にする
ものについて示したが、図３に示すように、センタ装置１が鍵の解錠を許可する時刻を示
す解錠時刻情報を送信する場合には（ステップＳＴ１１）、無線通信装置３が解錠時刻情
報を受信する（ステップＳＴ１２）。
【００３１】
そして、情報処理装置６が無線通信装置３により受信された解錠時刻情報と位置検出装置
４から出力された現在時刻情報を逐次比較し（ステップＳＴ１４，ＳＴ１５）、両者が一
致する場合に限り、解錠操作装置５の操作を有効にするようにしてもよい。
なお、解錠時刻情報が、解錠の許可を開始する時刻と許可を終了する時刻から構成されて
いる場合、現在時刻情報が解錠時刻情報に含まれているか否かを判断する。
【００３２】
実施の形態３．
上記実施の形態１では、鍵の解錠を許可する上で、解錠位置情報と現在位置情報の一致を
条件とし、上記実施の形態２では、解錠時刻情報と現在時刻情報の一致を条件とするもの
について示したが、両方の一致を条件とするようにしてもよい。
これにより、解錠位置と解錠時刻の双方が一致しない限り、鍵の解錠が許可されないので
、輸送中の荷物の盗難や改竄を更に確実に防止することができる効果を奏する。
【００３３】
実施の形態４．
上記実施の形態１等では、無線通信装置３により受信された解錠位置情報と位置検出装置
４から出力された現在位置情報が一致する場合に限り、解錠操作装置５の操作を有効にす
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るものについて示したが、情報処理装置６が解錠操作装置５から出力される解錠指令を無
効化しているにも拘らず、鍵が解錠された場合、警告メッセージをセンタ装置１に送信す
るようにしてもよい。
【００３４】
即ち、情報処理装置６が解錠操作装置５から出力される解錠指令を無効化しているとき、
ドア開センサ１２が荷台のドアの開状態を検知した場合、あるいは、解錠操作装置５から
解錠指令が出力されていないとき、ドア開センサ１２が荷台のドアの開状態を検知した場
合、警告手段を構成する情報処理装置６が無線通信装置３を介して、異常ドア開を示す警
告メッセージをセンタ装置１に送信するようにする。
これにより、監視員が事故の発生の可能性を認識することができる効果を奏する。
【００３５】
実施の形態５．
上記実施の形態４では、情報処理装置６が解錠操作装置５から出力される解錠指令を無効
化しているにも拘らず、鍵が解錠された場合、警告メッセージをセンタ装置１に送信する
ものについて示したが、鍵が解錠されている状態で車両が走行を開始すると、警告メッセ
ージをセンタ装置１に送信するようにしてもよい。
【００３６】
即ち、ドア開センサ１２が荷台のドアの開状態を検知しているとき、あるいは、電子施錠
装置８がドアの鍵を解錠状態にしているとき、車速センサ１０がトラック２の走行を検知
、あるいは、現在位置座標が解錠を許可するエリアの外に出たことを検知すると、警告手
段を構成する情報処理装置６が無線通信装置３を介して、ドア開走行を示す警告メッセー
ジをセンタ装置１に送信するようにしてもよい。また、トラック２内のディスプレイに当
該警告メッセージを表示、または警告音等を発呼するようにしてもよい。
【００３７】
特に、アミューズメント機器を輸送する場合、当該機器の制御装置の改竄を防止するため
には、輸送中に車両内に人間が乗り込むことを防止する必要がある。したがって、特定の
目的地において、正常にドアが開けられた後、ドアを開けたまま別の場所にトラック２を
移動して、荷台に人間が乗り込むことを防止する必要がある。
この実施の形態５によれば、荷台のドアを開けたまま走行していることを認識することが
できるので、アミューズメント機器の改竄を防止することができる。
【００３８】
実施の形態６．
上記実施の形態５では、鍵が解錠されている状態で車両が走行を開始すると、警告メッセ
ージをセンタ装置１に送信するものについて示したが、鍵の解錠を許可する場所以外の場
所で、所定時間以上、トラック２が停車している場合、警告メッセージをセンタ装置１に
送信するようにしてもよい。
【００３９】
即ち、警告手段を構成する情報処理装置６が解錠位置情報と現在位置情報の一致を検出し
ていないとき、所定時間以上継続して、車速センサ１０がトラック２の停車を検知すると
、無線通信装置３を介して、長時間停車を示す警告メッセージをセンタ装置１に送信する
ようにしてもよい。
これにより、監視員が事故の発生の可能性を認識することができる効果を奏する。
【００４０】
実施の形態７．
上記実施の形態６では、鍵の解錠を許可する場所以外の場所で、所定時間以上、トラック
２が停車している場合、警告メッセージをセンタ装置１に送信するものについて示したが
、トラック２の走行中に荷台に人間が入り込んでいることを検知すると、警告メッセージ
をセンタ装置１に送信するようにしてもよい。
【００４１】
即ち、車速センサ１０がトラック２の走行を検知しているとき、赤外線センサ１１が荷台
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に人間が存在していることを検知すると、警告手段を構成する情報処理装置６が無線通信
装置３を介して、人間検知を示す警告メッセージをセンタ装置１に送信するようにする。
これにより、監視員が荷物の改竄の可能性を認識することができる効果を奏する。
【００４２】
実施の形態８．
上記実施の形態２では、無線通信装置３により受信された解錠時刻情報と位置検出装置４
から出力された現在時刻情報が一致する場合に限り、解錠操作装置５の操作を有効にする
ものについて示したが、トラック２の到着時刻を予測して、予定時刻までに到着できるか
否かを判断し、到着が困難であると判断する場合には、警告メッセージをセンタ装置１に
送信するようにしてもよい。
【００４３】
即ち、警告手段を構成する情報処理装置６が車速センサ１０、あるいは、位置検出装置４
から出力された現在位置情報より単位時間当りに移動した車両の位置情報より求められる
平均移動速度により計測されたトラック２の平均速度と、位置検出装置４から出力された
現在位置情報と、無線通信装置３により受信された解錠位置情報とからトラック２の到着
時刻を予測する。
そして、情報処理装置６は、その到着予測時刻と予定時刻を比較して、予定時刻までに到
着できるか否かを判断し、到着が困難であると判断する場合には、無線通信装置３を介し
て、到着困難を示す警告メッセージをセンタ装置１に送信する。
これにより、監視者が事前に到着が遅れることを認識することができる効果を奏する。し
たがって、可能な場合には別のトラックを配車するなど、事前の対処が可能になる。
【００４４】
なお、情報処理装置６が計算する到着予測時刻の開始タイミングであるが、予め出発地か
ら目的地までの距離を考慮して、事前の対処が可能な検出時間を到着の予定時間から逆算
し、当該検出時間になると到着予測時刻の計算を開始するようにする。
【００４５】
実施の形態９．
上記実施の形態１～８では、センタ装置１が登録されている目的地を示す解錠位置情報を
送信するものについて示したが、目的地の登録は手入力によることが多い。しかし、目的
地が多数あるような場合には、オペレータの負荷が大きいので、オペレータは市町村名な
どの地域名称のみをセンタ装置１に入力し、センタ装置１が住所録データ（市町村名など
の地域名称を有する地図データ）を利用して、地域名称を座標データに自動変換するよう
にする。
【００４６】
これにより、オペレータが直接解錠位置情報を入力する場合より、負荷が大幅に軽減され
るが、解錠位置情報の誤差が大きくなることがある（地域によっては番地や町名などがな
いこともあり、大きな誤差を伴うことがある）。
【００４７】
そこで、この実施の形態９では、解錠位置情報が住所録データに基づいて自動変換した座
標データである場合には、センタ装置１が当該解錠位置情報に、自動変換した座標データ
であることを示す識別フラグを付加して送信する。
情報処理装置６は、無線通信装置３により受信された解錠位置情報に上記識別フラグが付
加されている場合、鍵の解錠が可能なエリア（上記実施の形態１で示した目的地を中心と
する周辺エリア）を上記実施の形態１～８よりも広げるようにする。
これにより、解錠位置情報の誤差が大きくても、目的地において鍵を確実に解錠すること
ができるようになる。
【００４８】
情報処理装置６は、ドアの鍵が解錠されると、無線通信装置３を介して、現在位置を示す
現在位置情報をセンタ装置１に送信する。
センタ装置１は、現在位置情報を受信すると、その現在位置情報を解錠位置情報に置き換
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えて、次回、同じ目的地に荷物を輸送する場合、当該解錠位置情報を送信する。なお、当
該解錠位置情報には上記識別フラグを付加しない。
【００４９】
実施の形態１０．
上記実施の形態１～９では、特に言及していないが、通常は、トラック２のＡＣＣ電源（
アクセサリ電源）がオンされると、不審者を監視する録画装置（図示せず）の録画を開始
する。
しかし、この場合、録画状態が長くなるため、録画媒体（録画テープ）の使用量が多くな
るとともに、問題が発生した時点の録画ポイントの検索に長時間を要する。また、録画装
置や録画媒体の劣化（寿命）が危惧される。
【００５０】
そこで、この実施の形態１０では、トラック２に取り付けられているセンサが異常を検知
すると（例えば、赤外線センサ１１が荷台内で人間の存在を検知したときや、ドア開セン
サ１２がドアの開状態を検知した場合、あるいは、ドアの損壊が検知された場合）、録画
装置が録画を開始する。
これにより、不審行為が行われている可能性のある期間中だけ録画することができる結果
、録画媒体の使用量を減らすことができるとともに、問題が発生した時点の録画ポイント
を簡単に検索することができる。また、使用耐用年数を向上させることができる。
【００５１】
実施の形態１１．
上記実施の形態１０では、トラック２に取り付けられているセンサが異常を検知すると、
録画装置が録画を開始するものについて示したが、解錠操作装置５による鍵の解錠操作が
行われると、録画装置が録画を開始するようにしてもよい。これにより、不審行為が行わ
れている可能性のある期間中だけ録画することができる結果、録画媒体の使用量を減らす
ことができるとともに、問題が発生した時点の録画ポイントを簡単に検索することができ
る。また、使用耐用年数を向上させることができる。
【００５２】
ただし、録画装置の電源がオンになっても、直には録画が開始されず、数秒間、スタンバ
イ状態になる。したがって、スタンバイ状態時の不審行為が録画されないことがある。
そこで、情報処理装置６は、録画装置による録画が実際に始まるまで鍵の解錠を不許可に
するようにする。即ち、スタンバイ状態時においては鍵の解錠を不許可にする。
これにより、不審行為を確実に録画することができる効果を奏する。
【００５３】
【発明の効果】
　以上のように、この発明によれば、受信手段により受信された解錠位置情報と位置検出
手段から出力された現在位置情報が一致する場合に限り、鍵の解錠を許可するように構成
したので、輸送中の荷物の盗難や改竄を確実に防止することができる効果がある。
　また、受信手段が荷物の集配を行うに際して、予め、センタ装置から解錠位置情報を受
信するように構成したので、目的地において、センタ装置と無線通信を実施する必要がな
い。そのため、例えば通信が不可能な地下駐車場においても、荷物の集配を行うことがで
きる効果がある。また、パスワードも必要としないので、第三者にパスワードが知られる
ことによる不具合が発生することもない効果がある。
　

【００５５】
　この発明によれば、受信手段により受信された解錠位置情報と位置検出手段から出力さ
れた現在位置情報が一致し、かつ、受信手段により受信された解錠時刻情報と時刻検出手
段から出力された現在時刻情報が一致する場合に限り、鍵の解錠を許可するように構成し
たので、輸送中の荷物の盗難や改竄を更に確実に防止することができる効果がある。

10

20

30

40

50

(8) JP 3839260 B2 2006.11.1

また、車両の到着時刻を予測して、予定時刻までに到着できるか否かを判断し、到着が
困難であると判断する場合には、警告メッセージをセンタ装置に送信するように構成した
ので、監視者が事前に到着が遅れることを認識することができる効果がある。



　また、受信手段が荷物の集配を行うに際して、予め、センタ装置から解錠位置情報と現
在時刻情報を受信するように構成したので、目的地において、センタ装置と無線通信を実
施する必要がない。そのため、例えば通信が不可能な地下駐車場においても、荷物の集配
を行うことができる効果がある。また、パスワードも必要としないので、第三者にパスワ
ードが知られることによる不具合が発生することもない効果がある。
　

【００５６】
この発明によれば、解錠許可手段が鍵の解錠を許可していないにも拘らず、鍵が解錠され
た場合、警告メッセージをセンタ装置に送信するように構成したので、監視員が事故の発
生の可能性を認識することができる効果がある。
【００５７】
この発明によれば、鍵が解錠されている状態で車両が走行を開始すると、警告メッセージ
をセンタ装置に送信するように構成したので、荷台のドアを開けたまま走行していること
を認識することができる効果がある。
【００５８】
この発明によれば、鍵の解錠を許可する場所以外の場所で、所定時間以上、車両が停車し
ている場合、警告メッセージをセンタ装置に送信するように構成したので、監視員が事故
の発生の可能性を認識することができる効果がある。
【００５９】
この発明によれば、車両の走行中に荷台に人間が入り込んでいることを検知すると、警告
メッセージをセンタ装置に送信するように構成したので、監視員が荷物の改竄の可能性を
認識することができる効果がある。
【００６２】
この発明によれば、受信手段により受信された解錠位置情報が住所録データに基づいて自
動変換された座標データである場合、その解錠位置情報を修正するように構成したので、
解錠位置情報の誤差が大きくても、目的地において鍵を確実に解錠することができる効果
がある。
【００６３】
この発明によれば、鍵が解錠されると、現在位置情報をセンタ装置に送信するように構成
したので、次回から正確な解錠位置情報を送信することができる効果がある。
【００６４】
この発明によれば、車両に取り付けられているセンサが異常を検知すると、録画を開始す
る録画装置を設けるように構成したので、不審行為が行われている可能性のある期間中だ
け録画することができる効果がある。
【００６５】
この発明によれば、鍵の解錠操作が行われると、録画を開始する録画装置を設けるように
構成したので、不審行為が行われている可能性のある期間中だけ録画することができる効
果がある。
【００６６】
この発明によれば、録画装置による録画が実際に始まるまで鍵の解錠を不許可にするよう
に構成したので、不審行為を確実に録画することができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態１によるセキュリティシステムを示す構成図である。
【図２】　この発明の実施の形態１によるセキュリティシステムの動作を示すフローチャ
ートである。
【図３】　この発明の実施の形態２によるセキュリティシステムの動作を示すフローチャ
ートである。
【符号の説明】
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また、車両の到着時刻を予測して、予定時刻までに到着できるか否かを判断し、到着が
困難であると判断する場合には、警告メッセージをセンタ装置に送信するように構成した
ので、監視者が事前に到着が遅れることを認識することができる効果がある。



１　センタ装置、２　トラック（車両）、３　無線通信装置（受信手段、送信手段）、４
　位置検出装置（位置検出手段、時刻検出手段）、５　解錠操作装置（解錠許可手段）、
６　情報処理装置（解錠許可手段、警告手段）、７　外部機器制御装置（解錠許可手段）
、８　電子施錠装置（解錠許可手段）、９　カーナビゲーション（ナビゲーション手段）
、１０　車速センサ、１１　赤外線センサ、１２　ドア開センサ。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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